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(6) PVA棚酸固定化活性汚泥法の 3 年にわたる実下水の連続処理により，ゲルビーズが強い耐久性を
もち，標準活性汚泥法の 5 倍の容積負荷量でも同等の処理水質が得られ，また断続曝気運転により窒
素除去率を60%以上に効率化できることを検証しているo さらに，固定化活性汚泥の実用化と今後の
課題について論じ，既存処理フローや処理施設の大きさを変えることなく，実施設に適用し得ること
を明らかにしているo
以上のように，本論文で述べられている固定化活性汚泥法は，活性汚泥法の処理効率を著しく向上さ
せ，処理施設の建設費の節減やその処理能力の増強に貢献できるので，学術上，実際上有用な成果であ
り，水質管理工学，特に下水処理技術の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文と
して価値あるものと認める O
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